
癩介・会報
な
る
も
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
寛
元
元
年
九
月
、
入
宋
の
た
め
肥
前
松
浦

を
鵬
帆
し
た
船
が
途
中
麗
風
の
た
め
琉
球
に
漂
到
し

た
顛
末
を
記
し
た
も
の
で
、
慶
政
自
身
の
体
験
で
は

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
記
幕
は
極
め
て
写
実
的

で
想
像
に
よ
る
文
飾
が
少
な
く
十
分
信
顧
性
を
有
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
は
、
か
れ
も
建
保
の
こ
ろ
一

度
入
宋
し
て
仏
像
経
巻
等
を
将
来
し
た
こ
と
が
あ
っ

た
こ
と
に
も
よ
ろ
う
。
記
事
中
も
っ
と
も
興
味
の
あ

る
の
は
、
風
の
た
め
に
琉
球
ら
し
い
島
に
漂
着
し
た

一
行
が
恐
る
恐
る
上
陸
し
て
最
初
に
見
た
仮
屋
の
炉

の
中
に
人
骨
を
見
付
け
て
一
岡
三
を
失
い
、
ま
が
う

方
な
き
琉
球
国
へ
漂
着
し
た
も
の
と
観
念
し
た
と
い

う
条
で
、
恐
ら
く
風
葬
洗
骨
の
習
俗
あ
る
琉
球
で
門

屋
に
用
い
ら
れ
た
仮
屋
を
見
て
の
印
象
で
な
か
っ
た

か
と
思
わ
れ
る
が
、
　
「
今
昔
物
語
漏
巻
十
一
中
の
記

慕
に
も
あ
る
よ
う
に
、
中
世
に
は
琉
球
は
食
人
種
の

住
む
島
で
あ
る
と
の
観
念
が
ひ
ろ
く
行
な
わ
れ
て
い

た
こ
と
を
思
う
と
、
か
れ
ら
の
速
断
と
恐
惰
も
あ
な

が
ち
無
理
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
行
は
そ
の
後
村
人
に
会
い
米
を
与
え
て
代
り
に
紫

苔
と
芋
と
を
贈
ら
れ
無
事
に
宋
へ
の
渡
航
を
終
る
の

で
あ
る
が
、
巻
末
に
は
、
赤
巾
を
も
っ
て
頭
を
ま
と

い
、
赤
衣
を
着
て
腰
に
銀
帯
を
用
い
た
琉
球
人
が
軽

舟
を
駆
っ
て
弓
を
射
る
様
を
描
い
た
絵
が
添
え
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
は
決
し
て
素
人
な
ら
ぬ
巧
み
な
筆
致

で
、
筆
者
慶
政
に
大
い
に
絵
心
の
あ
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
く
れ
る
。
本
文
と
相
倹
っ
て
数
少
な
い
万
世

の
琉
球
史
料
と
し
て
も
っ
と
も
珍
重
す
べ
き
文
献
と

い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
本
書
の
紙
背
は
仁
治
三
年
十
月
日
付
松
尾
社

前
神
主
秦
相
人
陳
状
と
な
っ
て
居
り
、
同
社
領
越
中

麟
松
永
荘
、
信
濃
国
今
溝
庄
な
ら
び
に
神
主
職
の
相

続
に
関
す
る
．
一
族
の
争
に
関
連
す
る
も
の
で
、
表
記

の
文
献
と
は
何
の
つ
な
が
り
も
認
め
ら
れ
な
い
が
、

独
立
し
て
中
世
荘
園
史
の
研
究
に
十
分
役
立
て
う
る

も
の
で
あ
ろ
5
。
　
（
非
売
晶
）
　
　
（
柴
沼
　
実
）

会
　
　
報

　
　
　
二
月
例
会

二
月
二
日
（
土
）
午
後
一
暁
よ
り

　
於
京
都
大
学
史
学
科
第
二
教
室

イ
ン
ド
史
の
時
代
区
分
　
　
　
　
　
岩
本

裕

　
（
発
表
内
容
は
論
文
と
し
て
本
誌
に
掲
載
予
定
）

東
南
ア
ジ
ア
と
鋤
本
　
　
　
　
　
岩
田
　
慶
治

　
i
比
較
三
族
学
の
試
み
i
（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

〔
要
雷
〕
　
葉
南
ア
ジ
ア
と
臼
本
と
は
互
に
き
わ
め

て
類
似
し
た
銚
会
を
も
ち
、
文
化
を
も
っ
て
い
る
。

と
も
に
東
ア
ジ
ア
の
癩
作
文
化
圏
に
ぞ
く
し
、
入
種

的
に
も
互
に
近
縁
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
歩
た
ち
入

っ
て
東
南
ア
ジ
ア
と
日
太
・
と
の
比
較
を
試
み
よ
う
と

す
る
と
、
な
か
な
か
厄
介
な
問
題
が
で
て
く
る
。
似

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
疑
い
な
い
事
実
な
の
で
あ
る

が
、
さ
て
両
者
の
系
統
的
関
係
を
実
証
し
よ
う
と
す

る
と
、
た
ち
ま
ち
数
多
く
の
難
点
に
逡
着
す
る
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
と
き
に
は
証
明
不
能
の
事
実
に
出

く
わ
す
こ
と
に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
さ
し

あ
た
っ
て
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
の
も
と
に
両

地
域
の
比
較
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
。
ω
ど
の
よ
う

に
些
細
な
こ
と
が
ら
、
断
片
的
な
資
料
で
も
拾
い
あ

げ
て
ゆ
く
こ
と
、
比
較
資
料
を
盤
富
化
す
る
こ
と
、
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で
あ
る
。
　
②
多
様
な
現
象
の
背
後
に
あ
っ
て
現
象
た

ら
し
め
て
い
る
も
の
、
文
化
の
様
式
的
統
一
に
機
能

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
住
民
の
も
の
の
見
方
、
考
え

方
、
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
こ
と
で
あ

る
。
以
下
、
主
と
し
て
第
2
の
点
に
つ
い
て
要
約
す

る
。　

一
　
タ
イ
人
、
ラ
オ
人
に
お
け
る
人
生
の
折
目
に

つ
い
て
、
あ
る
い
は
か
れ
ら
が
そ
の
人
生
を
い
か
に

目
盛
り
つ
け
て
い
る
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
。
例

え
ば
、
ラ
オ
ン
・
デ
ソ
（
赤
児
）
、
　
ラ
オ
ン
・
ノ
：

イ
（
少
年
）
、
ラ
オ
ソ
・
ヤ
！
イ
（
青
年
）
、
ヌ
ム
・

バ
オ
サ
オ
・
パ
オ
（
男
女
の
壮
年
）
、
　
プ
ー
・
ヤ
イ

（
大
人
）
、
コ
ン
・
ケ
ー
（
老
人
）
、
コ
ン
・
タ
オ
（
老

人
）
と
い
っ
た
タ
イ
・
ヤ
ー
イ
（
シ
ャ
ン
）
族
に
お

け
る
年
齢
区
分
、
人
生
目
盛
り
の
持
つ
意
味
を
日
本

に
お
け
る
事
例
と
比
較
す
る
と
、
そ
こ
に
は
ひ
ろ
く

稲
作
社
会
に
共
通
す
る
年
令
な
い
し
人
生
の
社
会
的

意
味
づ
け
を
見
出
し
う
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
2
　
東
南
ア
ジ
ア
と
日
本
に
お
け
る
稲
作
が
技
術

的
に
互
に
き
わ
め
て
類
似
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
。
田
植
え
の
方
法
だ
け
を
と
っ
て

み
て
も
日
本
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
型
が
そ
の
ま
ま

タ
イ
・
ヤ
ー
イ
族
と
そ
の
周
辺
の
村
に
見
出
さ
れ

る
。
脱
穀
・
調
整
の
方
法
も
一
昔
ま
え
の
日
本
そ

っ
く
り
で
あ
る
し
、
も
ち
ろ
ん
農
具
も
殆
ん
ど
同
じ

で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
こ
と
は

稲
作
労
働
の
裏
打
ち
と
し
て
の
稲
作
儀
礼
に
お
け
る

類
似
性
で
あ
る
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
稲
作
儀
礼
に
お

け
る
稲
魂
の
輪
廻
．
荘
還
に
関
し
て
で
あ
り
（
タ
イ

遭

澱
．

．・

?
?

響
蟹
・
．

、
、
／
ゐ

／
凶
，

タ
イ
・
ヤ
ー
イ
族
の
穂
魂

・
ヤ
ー
イ
族
で
は
田
と
家
・
米
倉
の
間
を
往
復
す

る
×
　
二
つ
に
は
稲
魂
の
性
格
に
関
し
て
で
あ
る
。

タ
イ
・
ヤ
ー
イ
族
に
お
け
る
稲
魂
は
く
卵
の
黄
味
の

カ
ミ
V
と
呼
ば
れ
る
が
、
タ
イ
・
ル
ー
族
の
そ
れ
は

く
土
地
の
カ
ミ
〉
で
あ
る
こ
と
な
ど
・
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
興
味
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
3
　
最
後
に
東
南
ア
ジ
ア
、
と
く
に
タ
イ
諸
族
に

お
け
る
固
有
信
仰
、
つ
ま
り
ピ
ー
（
精
霊
）
と
ピ
i

祠
（
ホ
ー
・
ピ
ー
）
を
め
ぐ
る
信
仰
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
。
要
す
る
に
こ
れ
ら
の
信
仰
と
制
度
と
が
南

シ
ナ
を
媒
介
と
し
て
日
本
の
原
始
神
道
と
の
類
似
性

が
指
摘
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
、
た
だ
し
日
本
の
場
合

の
よ
う
に
こ
こ
で
は
信
仰
・
制
度
の
進
化
・
発
達
を

み
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
（
村
の
信
仰
）
か
ら
（
家

の
信
仰
）
へ
と
信
仰
集
団
の
分
化
と
萎
縮
化
と
が
み

ら
れ
る
点
に
特
色
が
あ
る
。

　
何
れ
に
し
ろ
、
ま
だ
問
題
は
未
解
決
で
は
あ
る

が
、
〈
人
V
と
く
稲
〉
と
く
村
V
の
い
の
ち
を
め
ぐ
る

民
族
の
考
え
方
、
信
仰
形
態
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア

と
日
本
と
が
き
わ
め
て
多
く
の
類
似
点
を
共
有
し
て

い
る
こ
と
は
疑
な
い
事
実
で
あ
る
。
　
（
岩
田
慶
治
）
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学界消患

学
界
消
息

読
史
会
　
一
月
例
会

　
｛
月
十
二
日
（
土
）
　
午
後
一
時
よ
り

　
於
京
都
大
学
楽
友
会
館
（
以
下
詞
）

　
狙
擦
学
の
性
格
　
　
　
　
　
　
　
今
中
寛
司

　
近
世
中
期
の
農
蹴
闘
争
　
　
　
　
　
酒
井
　
　
一

二
月
例
会

　
二
月
九
臼
（
土
）
　
午
後
一
時
よ
り

　
近
世
後
期
の
農
家
経
済
　
　
　
　
　
欝
下
美
智
子

　
郷
村
制
の
形
成
　
　
　
　
　
　
石
田
善
人

京
大
東
洋
史
大
学
院
会
錫
会

　
二
月
八
日
（
金
）

　
於
　
楽
友
会
館

　
山
西
商
人
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
寺
田
隆
信

中
国
中
世
史
研
究
会
例
会

　
二
月
二
十
四
田
（
日
）

　
於
名
古
量
大
学
文
学
部

　
シ
ム
ポ
ジ
ウ
ム

　
中
国
史
に
於
け
る
中
世
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
発
衰
畜
　
　
　
横
山
裕
男

西
洋
史
籍
轡
会
例
会

　
於
　
京
大
西
洋
史
研
究
室

　
一
月
十
九
臼
（
土
）

　
芝
．
日
．
累
○
ヨ
ヨ
ω
Φ
⇒
　
．
、
岩
節
区
ダ
δ
σ
Φ
穏
夕
刊

　
a
⑦
畠
。
葬
ω
9
0
℃
o
津
障
．
、
（
日
乾
ぎ
σ
q
①
P

　
お
㎝
⑩
）
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
野
田
宣
雄

　
一
月
二
十
－
山
ハ
日
　
（
土
）

　
Q
D
勲
ヨ
自
。
一
｝
瓢
ρ
琶
。
。
に
つ
い
て
　
　
今
・
津
　
晃

人
文
地
理
攣
会
　
第
四
十
九
圓
例
会

　
一
月
十
二
日
（
土
）

　
於
京
都
大
学
教
養
部

　
日
本
離
島
の
諸
問
題
　
　
　
　

杉
本
尚
次

　
都
市
の
周
辺
活
動
　
　
　
　
　
　
　
繭
村
睦
男

第
五
十
圓
例
会

　
二
月
二
十
三
臼
（
土
）

　
於
京
大
人
文
科
学
研
究
所
本
館

　
越
後
平
野
海
犀
砂
丘
地
の
農
業
　
　
坂
本
英
夫

　
パ
　
ソ
ジ
ヤ
。
フ
　
・
　
ヒ
　
マ
　
一
フ
ヤ
の
γ
旅
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
酒
井
敏
明

　
清
代
駅
伝
の
一
資
料
　
　
　
　
　
　
田
比
野
丈
夫

ヨ
木
人
類
学
会
・
鹿
本
民
族
挙
会

第
十
七
回
連
合
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
月
十
二
臼
～
十
五
臼

　
於
山
颪
大
学
理
学
部
二
号
館
講
堂
・

第
一
日
（
公
開
講
演
）

　
ネ
ア
ソ
デ
ル
タ
ー
ル
人
類
の
発
掘
　
鈴
木
　

尚

　
ア
ラ
ス
カ
の
エ
ス
キ
モ
ー
　
　
　
　
m
閂
　
　
正
雄

　
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
類
学
紀
行
　
　
　
　
島
　
　
五
郎

第
二
碍
（
研
究
発
褒
）
　
（
以
下
抄
録
）

　
化
石
骨
の
X
線
回
折
豫
と
弗
素
含
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
直
経

．
最
近
ケ
ニ
ヤ
で
発
掘
さ
れ
た
化
石
類
人
猿

　
の
意
味
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
プ
リ
ッ
シ
ュ

　
仏
典
に
お
け
る
纈
好
観
の
入
類
学
的
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋
、
誰
呈
郎

　
ネ
オ
メ
ラ
ネ
シ
ア
議
の
発
生
　
　
　
浅
井
恵
倫
翻

　
タ
ヒ
テ
ィ
の
ソ
R
舞
p
①
ぎ
ρ
ρ
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
満
男

　
ミ
ナ
ソ
カ
バ
ウ
社
ム
ム
の
父
親
の
地
位

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
沢
　
　
勇

　
ジ
費
α
巴
鼠
。
影
鑑
q
傭
鳥
矯
8
箆
ρ
一
N
O
g
ω

　
営
Q
Q
o
暮
プ
霧
け
》
ω
貯
　
　
　
　
西
村
朝
臼
太
郎

　
タ
イ
・
ヤ
ー
イ
族
お
よ
び
タ
イ
・
ル
ー
族

　
に
お
け
る
稲
作
儀
礼
　
　
　
　
　

岩
鑓
縫
治

　
穂
落
神
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
林
太
良

　
顕
著
な
島
嘆
海
岸
巌
葬
の
一
円
例
　
小
川
　
　
徽

　
奄
美
大
島
一
口
信
仰
に
お
謙
る
神
概
念
に

　
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
智
囚
菊
麺
づ
H
窯
国
力

　
日
本
護
と
ツ
ン
グ
ー
ス
語
と
の
比
較
研
究

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

大
野
　

晋

　
白
鳥
処
女
説
話
の
系
譜
　
　
　
　
　
福
島
チ
賀
子

　
日
本
に
も
醜
…
苔
は
伝
わ
っ
て
い
た
　
岩
井
大
慧

　
朝
鮮
の
一
工
厨
信
仰
　
　
　
　
　
　
　
窪
　

徳
忠
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太
・
製
の
製
作
に
つ
い
て
　
　
　
　

中
村
た
か
を

　
粥
偉
角
鋼
「
ア
カ
エ
イ
」
と
そ
の
　
民
族
学
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
元
助

　
毘
族
芸
能
を
中
心
と
す
る
栃
木
県
神
社
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
守
…

　
（
特
別
講
演
）
6
冨
O
o
簿
駄
巴
出
戯
流
騨
巳
。
。

　
o
買
繋
霧
げ
2
①
薫
○
農
繁
①
ω
　
鍛
．
〉
亀
①
獅
巴
面
鶏

第
三
日
（
研
究
発
表
）

　
父
・
乳
・
舞
・
騨
・
や
亀
勲
導
ρ
鐸
禦

⊆
津
B
騨
○
喝
娼
巴
考

ア
イ
ヌ
と
仏
教
の
問
題
に
つ
い
て

（
コ
タ
ン
報
禽
）
ア
イ
ヌ
の
干
守
歌

ア
イ
ヌ
の
作
物
起
源
説
話

予
島
ア
イ
ヌ
の
鳥
羽
衣

文
申
入
類
学
と
歴
史
学

山
中
製
太

田
中
．
実

伏
見
交
鍔

林
　
善
茂

犬
飼
哲
夫

横
磁
健
｝

カ
ル
チ
ュ
ア
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
の
㎜
国

連
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
喜
愛

親
族
名
称
の
分
析
方
法
に
つ
い
て
　
綾
部
恒
雄

，
近
代
繭
本
農
村
に
お
け
る
逓
過
儀
礼
の
変

遷
輝
輝

〃
親
類
”
の
概
念
規
定
に
つ
い
て

圃
族
結
合
の
意
識
と
実
態

天
草
の
大
叡
族
制

、
イ
ン
カ
村
落
の
社
会
的
緊
張

に
つ
い
て

グ
ワ
乙
フ
ニ
ー
族
に
お
け
る
反
文
化
的
変
容

イ
ス
ラ
エ
ル
に
お
け
る
キ
ブ
ツ
の
社
会
史 米

山
俊
直

中
根
千
枝

大
森
元
吉

牛
島
盛
光

三
浦
信
行

大
憲
近
達

酌
性
格
　
　
　
　
　
　
　
　
山
根
常
男

マ
オ
リ
と
モ
リ
オ
リ
頭
骨
の
研
究
（
1
）

　
　
　
　
　
　
鰹
木
誠
・
島
五
郎
㌧
上
条
雅
彦

北
海
道
日
高
地
方
に
お
け
る
墳
墓
の
分
布

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
英
夫

オ
ン
コ
獄
マ
ナ
イ
“
魁
駄
鰍
蛇
掘
報
…
出
口

　
　
　
　
大
貫
良
央
・
岡
田
宏
明
・
松
谷
緻
雄

北
海
道
江
別
市
坊
主
山
遺
跡
出
土
人
骨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
口
　
敏

北
海
道
有
珠
員
塚
鵬
土
入
骨
の
研
究

　
　
　
　
小
浜
基
次
・
欠
田
早
苗
・
保
野
彰
三

鹿
児
島
種
子
鋳
広
田
遣
跡
よ
り
出
土
せ
る

弥
琵
式
時
代
人
歯
牙
の
計
測
値
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
田
博
・
中
川
竃
省

縄
交
遺
跡
出
土
の
畏
難
の
採
集
時
期
の
推

　
定
に
つ
い
て

　
考
古
学
に
お
け
る
統
計
酌
方
法

　
お
倉
が
沢
調
査
報
出
岡

第
四
口
（
研
究
発
表
）

　
　
　
メ

　
沖
縄
の
地
名
と
晟
族

吉
田
い
く
を

幸
田
和
夫

中
島
　
　
塗

畑
中
友
次

イ
ラ
ン
北
部
に
お
け
る
民
族
の
興
亡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
限
次
郎

四
辺
か
ら
見
た
ア
ム
ド
測
窟
人
類
　
渡
辺
　
　
仁

日
本
認
と
モ
ン
ゴ
ル
語
の
若
干
の
語
彙
の

比
較
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
沢
璽
雄

極
北
捕
鯨
文
化
の
伝
統
　
　
　
　
　
岡
田
宏
明

ア
ラ
ス
カ
エ
ス
キ
モ
ー
の
社
ム
孤
構
造
に
関

す
る
若
干
の
問
題
　
　
　
　
　
　
蒲
生
正
男

第
二
次
明
治
大
学
ア
ラ
ス
カ
エ
ス
キ
モ
ー

調
査
の
概
報
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
正
雄

（
特
鴉
講
演
）
日
々
O
陣
α
q
甑
ゆ
巴
｝
睦
鉱
宮
α
①

o
臣
夢
。
菊
。
網
鉱
⊆
σ
q
舞
ω
　
　
》
■
＜
o
p
O
伊
σ
㊤
貯

広
島
史
学
研
究
会
・
中
四
国
歴
史
学
・
地
理
挙
協
会

連
合
大
会

　
昭
和
三
十
七
年
十
月
ニ
ナ
日
・
二
十
一
属

　
於
　
広
島
大
学

第
一
ロ
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
変
革
期
に
お
け

　
る
政
治
思
想
」

　
圏
会
朋
設
要
求
運
動
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
性

　
格
規
定
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
児
玉
雄
三

　
新
三
民
主
義
の
形
成
　
　
　
　
　
　
中
山
義
弘

　
三
月
前
期
に
お
け
る
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
政
治
思

　
想
の
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
代
田
　
寛

　
（
公
翻
講
演
）

　
い
わ
ゆ
る
優
恕
太
子
の
摂
政
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
倉
壁
文

　
歴
史
に
お
け
る
自
由
と
平
等
　
　
　
千
代
田
　
謙

第
二
日
（
日
本
史
部
会
）

　
日
本
本
紀
暦
に
つ
い
て
の
卑
考
　
　
小
野
惟
之

　
二
本
神
誕
に
お
け
る
八
島
と
田
向
と
輩
原

　
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

筑
紫
ゆ
真

　
豊
受
大
神
と
陥
田
本
紀
　
　
　
　
　
友
田
吉
之
助

　
古
代
明
法
家
の
教
養
　
　
　
　
　
　
押
部
佳
周
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学界消息

荘
園
に
対
す
る
岡
司
免
判
の
発
生
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
賞
三

芸
北
に
お
け
る
村
中
入
会
の
成
立
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
道
重
哲
男

鳥
取
藩
に
お
け
る
初
期
藩
政
改
革
の
問
題
点

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
中
寿
夫

幕
末
期
の
襲
民
儒
者
と
そ
の
背
景
　
前
島
雅
光

幕
末
期
広
島
藩
に
お
け
る
改
革
党
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畑
中
誠
治

地
黒
改
正
の
総
括
的
把
握
の
た
め
の
一
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
有
元
正
男

「
十
能
…
信
男
氏
旧
蔵
文
書
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
羅
猛
市
郎

（
東
洋
史
部
会
）

湖
中
に
お
け
る
辛
亥
革
命
の
動
向
　
織
田
節
生

…
八
噸
一
な
＋
の
パ
レ
ム
バ
ソ
事
件
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
隆
夫

明
野
の
塘
長
に
つ
い
て
　
　
　
　
森
田
　

明

県
徳
鎮
陶
業
と
地
獄
巾
共
同
体
　
　
　
｛
薗
・
中
利
齋
心

元
末
明
初
の
警
人
像
　
　
　
　
　
　
整
地
　
　
遵

宋
初
河
北
酪
に
お
け
る
壌
政
に
関
す
る
一

考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
原
由
郎

確
報
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
淵
忍
田

畑
玄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
板
野
長
八

前
漢
皇
帯
陵
邑
へ
の
徒
遷
に
就
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
好
並
隆
司

「
別
離
方
言
」
に
見
え
る
若
干
の
漢
斜
方

醤
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
大
西
正
男

（
西
洋
史
部
会
）

カ
ー
ル
大
帝
の
戴
冠
に
関
す
る
最
近
の
諸

研
究
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
田
井
靖
侃

叙
任
権
闘
争
前
に
お
け
る
テ
ユ
ー
リ
ン
ゲ

ソ
貴
族
支
配
鰯
　
　
　
　
　
　
　
　
雑
用
良
弥

イ
ギ
リ
ス
絶
対
王
舗
に
お
け
る
治
安
判
事

の
統
治
機
能
に
つ
い
て
　
　
　
　
梶
谷
宏
義

ル
ソ
ー
の
「
戦
争
状
態
論
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
島
幸
右

エ
ド
マ
ン
ド
・
パ
ー
ク
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

革
命
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
田
正
治

ド
イ
ツ
歴
史
主
義
並
立
の
基
礎
過
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
武
夏
男

「
新
歴
史
」
学
派
の
特
魚
　
　
　
　
渡
辺
真
治

ド
イ
ツ
抵
抗
運
動
の
思
想
酌
一
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
坂
精
二

出
冨
紳
。
ユ
。
巴
国
朔
℃
罫
詳
9
鉱
◎
⇔
を
め
ぐ
る

諸
論
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
河
瀬
明
雄

オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
お
け
る
階
一
等
心
史
研
究

の
現
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
山
　
十

（
地
理
都
会
）

四
二
北
繭
部
の
地
盤
運
動
　
　
　
　
桑
代
　
　
勲

弼
蘇
外
輪
南
部
の
中
央
線

八
代
干
拓
地
に
お
け
る
集
落
計
画

二
級
峡
付
近
の
地
形

木
書
用
下
流
の
耕
地
整
備

石
井
駿
一

小
笠
原
節
夫

土
居
進
一
郎

白
井
義
彦

九
重
火
出
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
木
健
三

水
稲
北
限
地
域
に
つ
い
て
（
第
一
報
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浅
黄
谷
剛
寛

北
九
州
に
お
け
る
営
農
形
態
の
統
計
的
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
矧
　
　
洋

沖
縄
伊
平
麗
群
島
の
地
形
及
び
地
質
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
永
健
一
郎

六
甲
山
地
の
活
動
性
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
義
記

（
考
宵
・
民
俗
部
会
）

瀬
戸
内
に
お
け
る
縄
文
晩
期
交
化
　
潮
見
　
　
浩

山
陰
の
弥
生
式
土
器
に
つ
い
て
　
　
藤
園
　

等

伊
豆
山
木
の
木
器
に
つ
い
て
　
　
　
本
下
　

忠

佐
伯
町
を
中
心
と
す
る
遺
物
と
遺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
田
進
・
田
中
利
水

広
島
嬢
三
次
畜
川
爾
所
在
の
宵
性
器
代
中

期
の
シ
ス
ト
群

燦
の
研
究

神
話
考
古
学
の
提
唱

古
代
火
葬
墳
墓
研
究
提
要

く
抵
会
科
教
育
部
会
）

松筑豊木
下紫　村
正申元膿
司真瞬章

工
業
高
校
に
於
け
る
学
轡
態
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
城
博
昭
・
棚
田
純
孝

中
国
に
お
け
る
歴
史
教
育
に
関
肥
る
一
考
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
一
成

祉
会
科
教
育
の
比
較
研
究
　
　
　
　
岡
田
孝
章

歴
史
教
育
に
お
け
る
南
方
史
の
問
題
点
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
宗
～
宏
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窟
校
歴
史
教
育
に
お
け
る
世
界
史
と
臼
本

史
と
の
関
連
　
　
、
　
　
　
　
　
　
古
林
森
広

ド
イ
ツ
歴
史
教
育
に
お
け
る
危
機
論
争
に

つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
永
井
滋
郎

歴
史
教
育
に
，
お
け
る
人
物
の
取
扱
い
に
つ

い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
井
千
之
助

地
図
の
本
質
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
灰
谷
富
士
人

社
会
科
は
社
会
科
学
科
か
　
　
　
　
金
子
　
　
廉

歴
史
教
科
書
に
み
ら
れ
る
資
料
の
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
上
野
実
義

（
特
別
講
演
）

越
入
の
舟
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
信
広

仏
教
史
学
会
大
会

　
昭
和
三
ナ
七
年
十
月
二
十
七
日

　
於
京
都
女
子
大
学

　
真
宗
に
お
け
る
異
義
異
安
心
と
異
端
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田
慶
和

　
阿
波
・
立
光
廃
寺
と
そ
の
周
辺
　
　
三
好
昭
一
郎

　
イ
ン
ド
の
仏
教
寄
進
銘
文
に
現
わ
れ
た
る

　
願
文
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
静
谷
蕉
雄

　
鴻
蔭
膳
と
玄
蕃
寮
　
　
　
　
　
田
村
円
澄

　
慈
円
の
密
教
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
崎
良
周

　
宋
書
天
竺
諸
国
債
に
つ
い
て
　
　
　
宮
矧
尚
志

幽
又
学
ム
写
第
山
脚
十
一
回
大
ム
ム

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
・
十
一
日

於
　
東
京
大
学
及
び
東
京
大
単
史
料
編
纂
所

　
（
公
腿
講
演
）

日
本
古
代
農
耕
の
系
譜
　
　
　

八
幡
一
郎

爾
宋
に
お
け
る
郷
村
調
を
め
ぐ
る
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
周
藤
吉
之

（
日
本
史
部
会
）

（
第
｝
会
場
）

維
摩
経
義
疏
に
関
す
る
一
考
察
　
　
望
月
一
憲

佐
官
と
僧
綱

自
照
に
つ
い
て

平
安
中
期
の
官
衙
財
政

鎌
倉
殿
勧
農
使
に
つ
い
て

中
世
芸
能
の
演
出
型
態
に
つ
い
て

諏
訪
藩
に
お
け
る
年
貢
収
納
鋼
度

桜
田
文
庫
と
西
丸
垂
物
奉
行

幕
末
開
明
思
想
の
展
開

爾
軽
目
澄

吉
田
　
　
孝

村
井
康
彦

田
中
　
　
稔

桑
島
顧
夫

高
木
昭
作

山
本
武
夫

山
口
宗
之

　
明
豊
前
期
紡
績
業
の
創
設
資
金
に
関
す
る

　
一
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
村
直
助

第
二
会
場

　
テ
ー
マ
「
封
建
時
代
に
お
け
る
面
会
と
宗
教
」

　
神
仏
の
習
含
と
習
俗
の
変
容

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
飛
俗
学
）
桜
井
徳
太
郎

　
真
宗
と
村
落
　
　
　
（
歴
史
学
）
井
上
鋭
夫

　
真
宗
教
団
近
代
化
の
諸
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
学
）
森
岡
渚
美

　
蒔
宗
教
団
の
発
展
と
そ
の
面
会
的
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
学
）
大
橋
俊
雄

禅
宗
の
発
展
と
そ
の
祉
会
的
基
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
国
学
）
今
枝
愛
真

真
ウ
否
救
難
の
発
展
と
異
端
の
役
割
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
歴
史
学
）
笠
原
紬
男

（
東
洋
史
部
会
）

マ
ヒ
ソ
ダ
伝
議
に
関
す
る
一
考
察
　
由
崎
元
一

軍
延
漢
簡
に
於
け
る
兵
卒
名
籍
の
整
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
凝
立
　
　
勇

黄
巾
の
乱
の
一
偲
面
　
　
　
　
　
　
福
井
重
雅

宋
雲
・
恵
生
の
天
竺
行
　
　
　
　
　
長
沢
和
俊

敦
煙
戸
籍
の
一
、
男
十
女
に
つ
い
て
　
古
賀
　

登

唐
均
田
側
時
代
負
担
体
系
に
お
け
る
課
と

税
の
意
義
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村
元
佑

吐
魯
番
発
見
の
高
昌
濁
お
よ
び
唐
琴
租
田

文
書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
仁
井
田
　
陞

宋
代
民
間
運
輪
業
の
諸
機
能
　
　
　
斯
波
義
信

ウ
イ
グ
ル
交
書
の
花
押
　
　
　
　
　
山
田
信
夫

（
西
洋
吏
部
会
）

成
立
期
（
～
…
・
二
世
紀
）
に
お
け
る
シ

ャ
テ
ル
ニ
ー
の
実
体
に
つ
い
て
　
　
下
野
義
朗

イ
ギ
リ
ス
・
吋
、
ナ
ー
期
の
「
雇
傭
労
働
者
」

に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　

篠
塚
信
義

身
分
制
議
会
と
村
落
自
治
制
　
　
成
瀬
　
治

ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ム
末
期
の
土
地
所
有

分
布
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
種
行

イ
タ
リ
ア
・
リ
ソ
ル
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

《
ジ
ャ
コ
バ
ン
叢
－
命
》
期
　
　
　
　
　
北
原
　
　
敦
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患消界学

ラ
ム
ネ
ー
の
櫨
ム
ム
思
想
一
℃
黛
ご
二
〇
と

零
質
く
窓
ω
　
　
　
　
　
　
　
　
生
熊
來
吉

ソ
連
貿
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
戦
争
の
起
源
と
バ

ー
シ
キ
ヴ
ィ
　
　
　
　
　
　
　
　

百
瀬
　

謡

い
わ
ゆ
る
全
権
委
任
法
に
つ
い
て
吉
田
輝
夫

R
【
＋
傘
史
皿
研
蜘
几
A
双
　
　
一
九
論
ハ
ニ
年
度
大
戸
耳

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日

　
於
　
立
命
館
大
学

第
一
臼
（
郷
別
発
表
）

　
大
王
か
ら
天
皇
へ
　
　
　
　
　
　
　
石
下
田
　
疋

　
鎌
倉
仏
教
の
再
検
討
　
　
　
　
　
　
藤
岡
大
拙

　
近
世
初
期
大
名
領
の
財
政
問
題
　
　
森
山
恒
雄

　
B
窮
戦
争
後
の
軍
事
と
敗
治
　
　
　
藤
原
　
　
彰

第
二
日
（
共
同
研
究
報
告
）

　
ふ
た
た
び
「
現
代
に
お
け
る
歴
史
像
の
再

　
構
成
」
の
た
め
に

　
〈
前
近
代
〉
前
近
代
径
会
の
日
本
的
展
開

　
八
・
九
世
紀
に
お
け
る
農
斑
の
動
向
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
　
秀
三
郎

　
隔
世
後
期
の
商
品
流
通
と
傾
主
階
隷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
圭
一

　
幕
藩
体
綱
下
の
思
想
構
造
　
　
　
　
衣
笠
安
喜

　
く
近
代
V
世
界
史
に
お
け
る
近
代
臼
本

　
日
本
帝
国
主
義
の
成
立
と
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
良
・
佐
々
木
隆
爾

　
B
本
膏
臨
［
主
義
思
想
の
成
立
　
　
　
飛
鳥
井
雅
道

東
方
単
会
　
第
十
二
回
全
圏
会
鑑
総
金

　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
縢
購
　
午
後
一
，
時
～
報
時

　
於
　
大
谷
大
学

　
門
脈
清
初
の
南
洋
蕪
僑
　
　
　
　
　
岩
生
成
一

　
東
替
仏
教
に
於
け
る
浄
土
の
理
念
　
安
藤
俊
雄

委
員
会
だ
よ
り

◇
　
　
四
工
ハ
巻
二
胃
η
、
　
本
來
な
ら
ば
欝
一
月
に
あ
η
ゴ
十
撒
田
に

お
と
ど
け
し
て
い
る
筈
、
大
変
お
そ
く
な
り
ま
し
た

こ
と
を
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。
本
号
掲
載
の
中
に

は
、
非
常
に
早
く
か
ら
御
嵜
稿
い
た
だ
い
て
い
た
論

文
も
あ
り
ま
し
て
、
執
筆
者
各
位
に
も
こ
め
い
わ
く

を
お
か
け
い
た
し
ま
し
た
。
発
行
の
お
く
れ
が
や
や

慢
性
化
し
て
お
り
隣
す
こ
と
、
委
賃
一
同
気
が
気
で

は
な
い
の
で
あ
り
ま
す
が
、
何
分
に
も
思
う
に
ま
か

せ
ぬ
の
が
透
頃
の
語
聾
事
情
で
あ
り
ま
し
て
、
あ
し

か
ら
ず
お
ゆ
る
し
下
さ
い
。

◇
　
　
「
学
界
消
息
扁
欄
の
拡
充
の
方
針
は
、
前
号
に

も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
関
係
学
会
各
位
の
協
力
・

を
え
ま
し
た
の
で
、
本
号
よ
り
大
輻
に
掲
載
範
翻
を

拡
大
い
た
し
ま
す
。
各
専
攻
ご
と
の
論
文
目
録
は
各

方
面
で
作
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
口
頭
発
表
に
つ
い

て
は
、
せ
ま
い
範
際
で
し
か
試
み
ら
れ
て
お
ウ
ま
せ

ん
．
、
本
誌
も
、
も
と
よ
り
さ
き
．
〉
る
ス
へ
…
ス
は
さ

ほ
ど
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
方
針
は
、
魯
位
の

研
究
の
一
助
と
し
て
お
役
に
た
つ
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

◇
　
し
か
し
な
が
ら
、
本
欄
を
よ
り
充
実
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
魯
位
の
ご
協
力
を
柳
が
な
け
れ

ば
な
り
裏
せ
ん
。
ど
し
ど
し
ニ
ュ
…
ス
を
お
寄
せ
下

さ
い
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
学
会
の
動

向
の
み
で
な
く
藤
し
い
資
料
の
発
見
や
発
掘
な
ど
の

報
道
も
、
と
り
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
会

誌
の
使
命
は
、
各
泣
の
諸
文
を
掲
載
す
る
「
発
表
の

場
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
　
「
交
流
の
場
」
を
も
提
供

す
る
使
命
を
も
つ
わ
け
で
す
が
、
そ
の
「
交
流
」

を
よ
り
は
ば
広
く
考
え
た
い
と
思
う
わ
け
で
す
。
な

お
、
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
願
え
れ
ば
幸
甚
で
す
。

一航

W
璽
遡
曝
露
　
定
価
㎜
δ
○
町

　
史
　
　
林
　
（
策
墜
ハ
巻
第
二
号
）

　
　
　
　
京
都
市
左
隻
腕
吉
二
本
鰐

　
　
　
　
京
郡
大
掌
文
学
部
内

発
層
所
　
　
史
　
学
　
研
　
究
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猴
轡
京
綱
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
市
定

　
　
　
　
　
　
編
集
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
京
王
市
下
京
賦
西
七
条
御
所
ノ
内
藁
町
三
九

印
禰
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
祉
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